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傍聴席から見守る議員たち傍聴席から見守る議員たち

鈴木義昭
子供たちは素直な発想でまち
づくりを考え、提案している姿
に感銘を受けました。私も初
心にかえり、まちづくりの提案
をしたいと思います。

鈴木光一
これからも、政治に関心を持っ
てください。未来の議員を若
者に、期待します。

阿部正明
真剣に問題へ向き合う姿に敬服
しました。小学生の皆様へ質問
です。人口増加のための政策か、
逆に、人口減少でも幸福を感じ
る政策か、どちらを望むのか。

長岡裕二
みんな素晴らしい正義の味方。
25 歳になって私の席に座るの
は君だ！

細谷秀明
皆さんが選んだ身近なテーマか
らアイディアを出し合い、自分
たちの熱い思いを正々堂々と発
表し、町側へ伝えてくれたこと
に感謝します。

柴田喜久雄
各小学生たちの町政に対しての
実地研修や、アンケート調査な
どを実施しての鋭い視点での質
問や提言を大きな声で発言し、
好感が持てた。



予算審査特別委員会予算審査特別委員会

令和令和 55 年度  一般会計予算年度  一般会計予算

　朝日町一般会計、４特別会計（集落排水事業・国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）及び２
企業会計（病院事業・水道事業）以上７会計の令和５年度予算案を予算審査特別委員会で審査し、全
議案を原案どおり可決すべきものと決しました。
　その後、本会議で委員長報告がなされ、全議案を原案どおり可決しました。

町　税…………
地方交付税…… 

町　債………… 

繰入金…………

公債費…………
扶助費…………
投資的経費……
物件費………… 

補助費等……… 

繰出金…………

町民税や固定資産税、軽自動車税など、町に入る税金です。
県や市町村の間の収入の格差をなくすために、国から交付されるお金。町の歳
入の半分近くがこのお金です。
建物や道路の新設・整備など多額の資金が必要となる事業の財源とするため、
国や銀行などから借りる資金のことです。
町の貯金（基金）の取りくずし金です。

町の借金の返済費用です。
主に生活に困っている人や子育て世帯、障がい者などへの給付金です。
道路、橋りょう、公園、学校など、社会資本の整備に要する経費です。
人件費、維持補修費、扶助費、補助費など以外の町が支出するお金。具体的に
は、職員旅費や備品購入費、委託料などが含まれます。
町から事務組合や民間、個人などに対して交付される経費です。負担金・補助
金及び交付金（一般的な補助金）などが該当します。
町の特別会計（４会計）へ支出される経費など。

青木裕子 委員長青木裕子 委員長

5656億億99,,000000万円万円
可決しました！可決しました！

ワンポイント予算用語解説ワンポイント予算用語解説
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　予算審査特別委員会委員長を拝命いたしました、青木裕　予算審査特別委員会委員長を拝命いたしました、青木裕
子です。不慣れなため、至らないところも出てくるとは存子です。不慣れなため、至らないところも出てくるとは存
じますが、先輩方の大きな心で見守り、ご協力くださいまじますが、先輩方の大きな心で見守り、ご協力くださいま
すようお願い申し上げます。正直申し上げますと、私からすようお願い申し上げます。正直申し上げますと、私から
もたくさん質問したい気持ちがございます。その分もぜひもたくさん質問したい気持ちがございます。その分もぜひ
皆様から多くの質問を出していただき、議会のチェック機皆様から多くの質問を出していただき、議会のチェック機
能を存分に果たしていただきたいと思います。能を存分に果たしていただきたいと思います。



令和令和 55 年度  一般会計予算年度  一般会計予算

目玉事業はこれだ！目玉事業はこれだ！
小中学校給食費無償化

中学校も米飯付の完全給食へ　2,335万円

あさひ保育園
未満児保育室増築　7,000万円

消防団の処遇改善
報酬アップ　1,063万円

旧今井邸改修設計
インバウンドの活性化　300万円

旧農業研究所改修工事
レンタルオフィス整備　1,650万円

はばたくあさひ応援金
高校入学者等に10万円　500万円

出産・子育て応援事業
妊娠・出産時にそれぞれ５万円　350万円

除雪機購入補助
300万円（10万円×30台）

スキー場圧雪車更新
5,000万円

町道一本松線完成
足掛け14年　総額4億5,000万円

一般会計予算の構成

歳出歳入

コロナ禍明けコロナ禍明け
　　　動きだす町！　　　動きだす町！

5656億億99,,000000万円万円
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総　額
56 億 9,000万円

人件費人件費
17％17％

公債費公債費
13.4％13.4％

扶助費扶助費
5.3％5.3％

投資的経費投資的経費
15.3％15.3％

物件費物件費
18.1％18.1％

維持補修費維持補修費
2.4％2.4％

補助費等補助費等
16.9％16.9％

繰出金繰出金
7.6％7.6％

その他 4％その他 4％

町税町税
10.2％10.2％

地方交付税地方交付税
47.8％47.8％

町債町債
8.5％8.5％

国庫支出金 5.5％国庫支出金 5.5％

県支出金 4.4％県支出金 4.4％

寄付金 2.5％寄付金 2.5％

繰入金繰入金
14.5％14.5％

その他 6.6％その他 6.6％



　
所
　
　
轄

　
●
総
務
課
　

　
●
危
機
管
理
対
策
室

　
●
税
務
町
民
課

　
●
政
策
推
進
課

　
●
教
育
文
化
課

 

柴
田
委
員　

町
民
税
が

１
０
０
０
万
円
の
増
に
な
っ
て

い
る
が
、
町
民
の
所
得
は
回
復

傾
向
に
あ
る
の
か
。

 

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
も
あ
っ
た
が
、
国
の
経
済
対

策
や
支
援
も
あ
り
、
緩
や
か
に

回
復
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

 

阿
部
委
員　
旧
農
業
研
究
所

改
修
工
事
に
1
6
0
0
万
円

を
費
や
す
「
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ

ス
整
備
事
業
」
と
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

 

総
務
課
長　
１
社
か
ら
２
社

の
事
業
者
が
入
居
し
、
使
用
で

き
る
よ
う
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
行
う
も
の
で
す
。

 
長
岡
委
員　

旧
今
井
邸
を
和

風
に
す
る
設
計
業
務
は
。

 

総
務
課
長　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

等
で
多
く
の
来
場
者
を
見
込

み
、
耐
震
化
と
ト
イ
レ
改
修
な

ど
を
行
う
た
め
の
設
計
で
す
。

質質疑疑
予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

総務文教総務文教
分野分野

総務文教総務文教
分野分野

予算審査予算審査
特別委員会特別委員会

歳歳  

入入

　
レ
ン
タ
ル

　
レ
ン
タ
ル

　
オ
フ
ィ
ス
事
業

　
オ
フ
ィ
ス
事
業

歳歳  

出出

　　
旧
今
井
邸
活
用

旧
今
井
邸
活
用

　　
町
民
税
収
入

町
民
税
収
入
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令和
５年度

町で寄付を受けた旧今井邸



 

鈴
木
光
一
委
員　
防
犯
カ
メ

ラ
を
玉
ノ
井
地
区
に
設
置
す
る

目
的
は
。

 

危
機
管
理
対
策
室
長　
通
学

路
に
な
っ
て
お
り
、
交
通
安
全

の
視
点
と
防
災
面
で
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

中
部
・
西
部
地
区
に
も
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

 

細
谷
委
員　
タ
ク
シ
ー
業
者

と
連
携
し
て
い
る
２
次
交
通
の

利
用
者
が
伸
び
な
い
要
因
は
。

 

政
策
推
進
課
長　
職
員
も
同

乗
し
周
知
を
図
り
ま
し
た
が
、

十
分
に
浸
透
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
は
周
知
強
化
に
努
め

ま
す
。

 

鈴
木
義
昭
委
員　
ふ
る
さ
と

納
税
の
業
務
委
託
料
や
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
利
用
料
な
ど
、
経
費

で
50
％
を
超
え
て
い
る
が
理
由

は
。
ま
た
、
地
球
耕
望
へ
全
面

的
に
委
託
し
た
理
由
は
。

 

政
策
推
進
課
長　

経
費
は
、

総
務
省
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て

50
%
内
に
収
め
て
い
ま
す
。

地
球
耕
望
へ
の
委
託
に
よ
り
、

返
礼
品
の
調
達
な
ど
も
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

 

白
田
委
員　
中
学
校
の
給
食

に
つ
い
て
、
今
後
は
米
飯
も
提

供
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

米
の
年
間
消
費
量
と
産
地
は
。

 

教
育
文
化
課
長　

米
は
１
食

１
０
０
ｇ
と
計
算
し
て
、
年
間

39
俵
２
３
７
５
㎏
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
産
地
は
地
元

産
米
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

石
井
委
員　
修
学
旅
行
の
際

に
、
東
京
の
体
験
型
英
語
学
習

施
設
に
参
加
で
き
る
よ
う
計
画

し
て
は
。

 

教
育
文
化
課
長　

来
年
度
の

修
学
旅
行
は
東
京
の
予
定
で
す
。

東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
で
研
修
の
予
定
で
す
。

 

鈴
木
義
昭
委
員　
新
年
度
か

ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ

感
染
症
な
ど
で
長
期
出
席
停
止

の
時
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
授
業

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

 

教
育
文
化
課
長　
中
学
校
は
、

今
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
も
新
年
度
か
ら
１
対
１

の
授
業
は
無
理
で
す
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
授
業
に
参
加
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　　
中
学
校
給
食

中
学
校
給
食

　　
英
語
研
修

英
語
研
修

    

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

　　
２
次
交
通
支
援

２
次
交
通
支
援

　
事
業

　
事
業

　　
ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

　　
防
犯
カ
メ
ラ

防
犯
カ
メ
ラ
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楽しい給食

ブリティッシュヒルズでの体験学習



　
所
　
　
轄

　
●
農
林
振
興
課
　

　
●
総
合
産
業
課

　
●
健
康
福
祉
課

　
●
建
設
水
道
課

　
●
町
立
病
院

 

鈴
木
光
一
委
員　

現
在
の
当

町
の
「
若
手
農
業
者
の
会
」
の

会
員
は
27
名
で
す
。
各
自
が
遠

方
へ
の
研
修
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
最
大

限
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

町
長　

町
と
し
て
も
若
手
農

業
者
の
取
組
み
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
視
点
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

 

細
谷
委
員　
町
の
イ
ノ
シ
シ

捕
獲
報
奨
金
は
、
成
獣
１
頭

８
０
０
０
円
に
対
し
、
幼
獣
は

１
頭
１
０
０
０
円
に
な
っ
て
い

る
。
幼
獣
捕
獲
の
金
額
を
ア
ッ

プ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 

農
林
振
興
課
長　
幼
獣
に
対

し
て
の
県
の
補
助
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
近
隣
市
町
村
の
動

向
を
み
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

柴
田
委
員　
商
店
街
活
性
化

に
は
２
５
０
万
円
の
予
算
計
上

で
あ
る
が
、
毎
年
同
じ
よ
う
な

事
業
で
あ
り
、
町
の
中
心
部
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

 

総
合
産
業
課
長　
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
に
は
、
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
蔵
・
空
き
店
舗
に
つ
い

て
の
活
用
法
は
所
有
者
や
関
係

機
関
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

 

阿
部
正
明
委
員　

在
宅
当
番

医
制
と
休
日
診
療
に
お
け
る
体

制
と
委
託
料
は
。
ま
た
、
休
日

診
療
時
の
薬
剤
師
に
対
す
る
報

酬
と
薬
剤
師
会
か
ら
の
要
望
は

な
い
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　

地
区
医
師

会
に
て
当
番
医
を
設
定
し
、
報

酬
は
１
回
３
万
円
、
年
末
年
始

５
万
円
で
す
。
薬
剤
師
へ
の
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
要

望
も
あ
り
ま
せ
ん
。

 

長
岡
委
員　
合
併
処
理
浄
化

槽
修
理
補
助
金
の
内
容
と
、
法

定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
の

取
り
扱
い
は
。

 

建
設
水
道
課
長　

設
置
し
て

か
ら
20
年
以
上
経
過
し
た
合
併

浄
化
槽
で
修
理
費
10
万
円
以
上

の
場
合
補
助
率
50
％
、
上
限

10
万
円
で
す
。
ま
た
、
法
定
検

査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
対

象
外
で
す
。

 

白
田
委
員　
令
和
５
年
度
の

基
金
繰
入
金
が
、
昨
年
度
に
比

べ
３
０
０
万
円
以
上
増
え
て
い

る
が
要
因
は
。

 

建
設
水
道
課
長　

工
事
請
負

費
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
も
管
路
修
繕
工
事
、
マ

ン
ホ
ー
ル
の
修
繕
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

 

和
田
委
員　
調
整
交
付
金
は
、

介
護
給
付
費
の
何
パ
ー
セ
ン
ト

か
。
ま
た
、
保
険
料
軽
減
率
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
令
和
４
年
度

実
績
で
９
・
43
％
で
す
。
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
負
担

割
合
23
％
の
内
４・
４
％
軽
減

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

阿
部
正
明
委
員　

第
９
期
、

令
和
６
年
か
ら
８
年
ま
で
の
介

護
保
険
料
の
見
込
み
額
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
と
給
付
費

増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
を
活
用
し
、

負
担
増
を
抑
制
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

    

合
併
処
理
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽

　　
集
落
排
水
事
業

集
落
排
水
事
業

　　
介
護
保
険

介
護
保
険

予
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

産業厚生産業厚生
分野分野
産業厚生産業厚生
分野分野

歳歳  

出出

　　
若
手
農
業
者

若
手
農
業
者

　　
鳥
獣
対
策

鳥
獣
対
策

　　
休
日
診
療

休
日
診
療

　　
商
店
街
活
性
化

商
店
街
活
性
化

特
別
会
計
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合併処理浄化槽



政
務
活
動
費
増
額
ど
こ
が
が
変
わ
っ
た
の
？

●なぜ増額？

　地方議員が各自の関心の強い分野における調査研究・
研修などにかかる費用のことです。
　先進地の視察や研修、各種講習の受講、書籍による研
究、中央への陳情活動などを通して、町への新たな事業
提案や町活性化へ向けた後押しを行います。

　今回から、活動した実績に応じた後払い支給へと支払方法を改正しました。
　これまでは先に全額支給して、残金を返還するシステムでしたが、より透明性
を確保するため活動実績に基づいて支給するシステムへの見直しを図りました。
　あくまで、やる気を持って積極的に活動を行う議員に対しての政務活動費支給
です。町民の皆様には何卒ご理解いただけますようお願いいたします。

支払基準の見直し　　新聞や消耗品費などへの使用廃止
※これまでも電話代や飲食代などは一切認めていませ
ん。

　朝日町議会独自のルールとして、領収書と報告書の添
付を義務付け、使途の「見える化」に力を入れています。
これまでも報告書は町ホームページにて公開しています
が、今後は議会だよりにおいても、詳細な報告の掲載を
検討していきます。
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議会費予算

－政務活動費とは－

－システム変更　活動実績に応じた後払いへ－

活用にあたってのルール改定

情報開示方法、さらなる見える化へ

議会活性化に向けて、議会活性化に向けて、
　　政務活動費　増額へ　　政務活動費　増額へ
年額／　上限 60,000 円➡上限 120,000 円
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阿
部
正
明
議
員　
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
交
付
金
、
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
交
付
金
の
活
用
事
業

は
。

 

総
務
課
長　
少
子
高
齢
化
対

策
事
業
や
高
校
生
以
下
の
医
療

費
無
償
事
業
、
子
ど
も
会
等
の

資
源
回
収
事
業
な
ど
で
す
。

令和４年度一般会計補正予算（第５号） …………… 可決

歳入歳出それぞれ２億3,300万円を増額し、総額を64億4,000万円とするもの。

〇増額補正の主な内容

　　①ふるさと納税基金積立金 ………………………………··…· 3,000 万円①ふるさと納税基金積立金 ………………………………··…· 3,000 万円
　　　…　…ふるさと納税寄付金の増。令和４年度の総額で１億４千万円ほどの見込み。ふるさと納税寄付金の増。令和４年度の総額で１億４千万円ほどの見込み。

　②地域活躍応援事業（雪対策分） ……………………………　②地域活躍応援事業（雪対策分） ……………………………····… 843 万円… 843 万円
　　　　…豪雪対策本部設置に伴い、各区に対する雪対策の支援金を増額。…豪雪対策本部設置に伴い、各区に対する雪対策の支援金を増額。

　③子育て世帯生活応援給付金事業 ·……………………………　③子育て世帯生活応援給付金事業 ·……………………………···· 552 万円 552 万円
　　　　…当初、高校生以下１人あたり５万円給付予定を、１万円増額し６万円を給付。…当初、高校生以下１人あたり５万円給付予定を、１万円増額し６万円を給付。
　　　　　　（価格高騰緊急支援として、住民税非課税世帯等へ１世帯あたり５万円給（価格高騰緊急支援として、住民税非課税世帯等へ１世帯あたり５万円給

付予定についても、１万円増額し６万円を給付。）付予定についても、１万円増額し６万円を給付。）

　④民間事業所等排雪支援事業 ·…………………………………　④民間事業所等排雪支援事業 ·…………………………………······ 300 万円 300 万円
　　　　…豪雪対策本部の設置を受け、民間事業所の排雪費を支援。…豪雪対策本部の設置を受け、民間事業所の排雪費を支援。

　⑤除排雪費 ·……………………………………………………　⑤除排雪費 ·……………………………………………………······ 2,350 万円 2,350 万円
　　　　…豪雪に伴い増額。…豪雪に伴い増額。

　⑥レクリエーション用ニュースポーツ用品購入 …　⑥レクリエーション用ニュースポーツ用品購入 …······……··……··……···· 100 万円 100 万円
　　　　…角田商事㈱よりの寄付金(100 万円)を活用し、貸出し用の「カローリング」と…角田商事㈱よりの寄付金(100 万円)を活用し、貸出し用の「カローリング」と
　　　　　　「モルック」の用具購入。「モルック」の用具購入。

令和５年
３月定例会 補正予算の主な内容

３
月
議
会

３
月
議
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

　　
総
務
文
教
分
野

市
町
村
振
興
特
別

市
町
村
振
興
特
別

交
付
金

交
付
金 歳歳  

入入

11
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審 

議
 

青
木
議
員　
豪
雪
地
対
策
本

部
の
設
置
に
よ
り
、
除
排
雪
支

給
事
業
の
支
出
は
あ
る
が
、
町

内
の
事
故
へ
見
舞
金
な
ど
は
な

い
の
か
。

 

総
務
課
長　
大
規
模
な
全
国

的
災
害
の
場
合
に
は
、
弔
慰
金

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

町
単
独
で
の
見
舞
金
な
ど
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

 
鈴
木
義
昭
議
員　
昨
年
の
豪

雪
で
帰
宅
で
き
な
く
な
っ
た
人

が
い
た
が
、
県
に
緊
急
の
除
雪

を
要
請
し
て
町
民
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

 

町
長　
今
回
の
降
雪
は
異
常

な
降
り
方
で
、
対
応
が
間
に
合

わ
ず
、
帰
宅
で
き
な
い
方
の
た

め
に
町
で
は
避
難
所
を
設
け
て

対
応
し
ま
し
た
。

 

細
谷
議
員　
元
気
ク
ラ
ブ
は

リ
ー
ダ
ー
の
高
齢
化
に
よ
り
、

事
務
負
担
が
大
き
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

が
望
ま
れ
る
が
。

 

健
康
福
祉
課
長　
リ
ー
ダ
ー

の
高
齢
化
に
つ
い
て
は
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
。
書
類
な
ど
は
、

手
書
き
で
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

長
岡
議
員　
農
業
生
産
資
材

高
騰
対
策
の
実
績
と
、
申
請
し

な
か
っ
た
方
の
理
由
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
約
２
７
０

名
の
農
家
の
内
２
０
８
名
か
ら

申
請
を
受
け
ま
し
た
。
申
請
し

な
か
っ
た
方
は
、
要
件
に
該
当

し
な
い
こ
と
が
主
な
理
由
で
し

た
。

 

鈴
木
光
一
議
員　
最
初
に
ス

マ
ー
ト
農
業
化
へ
取
り
組
む
方

は
リ
ス
ク
も
多
い
こ
と
か
ら
、

補
助
率
の
ア
ッ
プ
を
図
れ
な
い

か
。

 

農
林
振
興
課
長　

限
り
の
あ

る
予
算
の
中
で
今
後
、
補
助
率

に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

 

石
井
議
員　
イ
ノ
シ
シ
の
処

理
施
設
に
関
し
て
、
県
と
協
議

を
行
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
現
在
は
、
他

自
治
体
へ
の
視
察
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
県
と
の
協
議

は
こ
れ
か
ら
で
す
。

 

柴
田
議
員　
公
営
住
宅
管
理

業
務
委
託
費
の
１
２
０
万
円
の

内
容
は
。

 

建
設
水
道
課
長　
公
営
住
宅
、

ア
パ
ー
ト
に
お
け
る
除
排
雪
を

業
者
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

除
排
雪
時
の

除
排
雪
時
の

事
故
見
舞
金

事
故
見
舞
金

高
齢
者
支
援

高
齢
者
支
援

農
業
資
材
高
騰
対
策

農
業
資
材
高
騰
対
策

ス
マ
ー
ト
農
業
支
援

ス
マ
ー
ト
農
業
支
援

鳥
獣
対
策

鳥
獣
対
策

公
営
住
宅
管
理

公
営
住
宅
管
理

積
雪
時
の
道
路
維
持

積
雪
時
の
道
路
維
持

歳歳  

出出

　　
産
業
厚
生
分
野

歳歳  

出出
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豪雪への対応に感謝



条
例
改
正
・
議
案
審
議

ピックアップ条例改正・議案審議ピックアップ条例改正・議案審議
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押印を求める手続き、押印を求める手続き、
簡略化へ簡略化へ

第６次朝日町総合発展第６次朝日町総合発展
計画の改定について計画の改定について

町道路線の認定に町道路線の認定に
ついて（双葉中央線）ついて（双葉中央線）

朝日町消防団員の朝日町消防団員の
報酬などを一部改正報酬などを一部改正

●押印が必要なもの

●年額報酬（改正額）

●署名または記名押印の選択制であるもの

●出動手当（改正後）

●押印も署名も不要なもの
　（記名のみとするもの）

　町民の利便性向上とともに行政手続きのオン
ライン化に向け、個人・事業者などが行う行政
手続きなどにおいて、印鑑を持参しなくても手
続きが完了できるように、条例を整理しました。

　第６次総合発展計画は、2018 年度を初年
度とし、2027 年度を目標年次とする 10 か年
計画です。５年をめどに社会情勢の変化など
を踏まえ評価・検証を行い、必要に応じ見直
しを行います。
　今年度は、中
間見直しの時期
と な り、 町 民
ワークショップ
などを開催し、
新たに改定され
ました。

　新たに町道と認定される区間は、双葉
団地内の 65 ｍの区間です。

　消防団員の確保に向け、処遇
改善を図るため年額報酬や出動
手当の改正を行うものです。

・契約書
・入札、見積、契約の締結に係るもの
・登記や金融機関に提出する書類など

　先任班長　　43,000 円
　班　　長　　40,000 円
　団　　員　　36,500 円

・補助金関係書類
・契約書、同意書、承諾書、委任状など、本人の意

思確認を強く求めるもの

⑴出動時
　・出動４時間未満は、4,000 円
　・４時間以上８時間未満は、8,000 円
　※８時間以上の場合は加算して支給されます。

⑵訓練の場合
　・１回につき 3,000 円

・運転免許証やパスポート、個人番号カードなどの
提示により本人確認が可能なものなど

議 第
10号

議 第
18号

議 第
25号

議 第
17号

目　的



人
事
案
件
／
議
員
表
彰

  人 事 案 件  人 事 案 件

朝日町監査委員　再任
阿部　憲明 氏（真中）

朝日町教育委員会委員　再任
橋間　博美 氏（西町）

朝日町人権擁護委員　再任
長岡　輝美 氏（常盤）

３名の各委員とも全議員の賛成で同意されました。

議第１号 議第２号 議第３号

11

議員表彰議員表彰

　このたび、全国町村議会議長会よ
り自治功労表彰を受賞することがで
きました。町民皆様のご指導、ご支
援の賜と深く感謝申し上げます。

鈴木　義昭 議員

　受賞にあたり、皆さん、ありがと
うございました。引き続き町の発展
のために邁進してまいりますので、
よろしくお願い申し上げます。

白田　忠一 議員

山形県町村議会議長会表彰 全国町村議会議長会表彰



採 

決 

一 

覧

令和５年３月定例会　議案採決一覧令和５年３月定例会　議案採決一覧
番　号 件　　　　　　名 青木 和田 細谷 石井 阿部

正明 白田 鈴木
義昭 柴田 長岡 鈴木

光一 審議結果

議第 １ 号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 同意

議第 ２ 号 朝日町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 同意

議第 ３ 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 同意

議第 ４ 号 令和４年度　一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 ５ 号 令和４年度　集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 ６ 号 令和４年度　国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 ７ 号 令和４年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 ８ 号 令和４年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 ９ 号 令和４年度　病院事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 10 号 朝日町条例で定める押印を求める手続きの見直し等に伴う関係
条例の整理に関する条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 11 号 朝日町個人情報の保護に関する法律施行条例の設定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 12 号 朝日町個人情報保護審査会条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 13 号 朝日町犯罪被害者等支援条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 14 号 朝日町企業版ふるさと納税寄附金基金条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 15 号 朝日町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例の
設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 16 号 朝日町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 17 号 朝日町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一
部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 18 号 第６次朝日町総合発展計画の改定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 19 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 20 号 朝日町子ども・子育て会議条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 21 号 朝日町放課後児童健全育成事業に関する基準を定める条例の一
部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 22 号 朝日町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 23 号 朝日町国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 24 号 寒河江市西村山郡介護認定審査会共同設置規約の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 25 号 町道路線の認定について（双葉中央線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 26 号 町道路線の廃止について（大瀬今平線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 27 号 令和５年度　一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 28 号 令和５年度　集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 29 号 令和５年度　国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 30 号 令和５年度　介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 31 号 令和５年度　後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 32 号 令和５年度　病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第 33 号 令和５年度　水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

発議第１号 朝日町議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

※阿部為吉議員は議長のため採決には参加しません。
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一 

般 

質 

問

11

１.白田忠ー
　小中一貫校開設のまちづくりについて

２.阿部正明
　創業支援制度、町外適用への拡大は

３.細谷秀明
　観光資源の充実を！!

4.青木裕子
　保育園職員の処遇改善、進展は

5.和田一則
　空き家をどうする

６.鈴木光一
　デジタル化が導く地方創生

７.長岡裕二
　まずは難儀している区に電子回覧板を

8.柴田喜久雄
　病院事業について

議員による町民のための施策提言の場。その実現に向けた
方策を、町長・執行部側と激しい質疑・答弁を介して政策
議論します。

一般質問とは

町政に問う  一般質問町政に問う  一般質問



Q.小中一貫校開設の
　　　　　まちづくりについて
町長…開校後も地域との
　　　　　　 つながりを大切にする

白　田　忠　一   議員

質
問　
児
童
数
が
減
少
し
、
今

後
の
学
校
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
３

つ
の
小
学
校
と
１
つ
の
中
学
校

を
統
合
し
、
新
た
に
小
中
一
貫

の
「
義
務
教
育
学
校
を
創
設
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
答

申
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

答
申
書
を
も
と
に
基
本
方
針
が

決
定
さ
れ
た
。
義
務
教
育
学
校

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解

を
も
っ
て
い
る
か
。

町
長　
一
人
の
校
長
の
も
と
で
、

教
職
員
が
９
年
間
を
通
し
た
教

育
目
標
の
も
と
、
同
じ
教
育
方

針
で
学
校
教
育
が
で
き
ま
す
。

学
年
の
区
切
り
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
小
中
学
校
の
枠
を
超
え
た

教
育
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
「
義
務
教
育
学
校
」
を
創
設

し
、
郷
土
を
愛
し
誇
り
に
想
う

心
を
育
み
、
自
ら
社
会
に
貢
献

し
よ
う
と
す
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
も
の
で
す
。

質
問　
小
中
一
つ
に
す
る
狙
い

は
何
か
。

教
育
長　
こ
れ
ま
で
の
保
小
中

連
携
・
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
深

め
た
取
組
み
が
で
き
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

環
境
の
変
化
に
よ
る
問
題
を
緩

和
・
解
消
す
る
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
複
式
学
級
の

解
消
に
も
な
り
ま
す
。　

質
問　
学
校
が
な
く
な
る
地
域

の
影
響
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
各
学
校
で
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
の
方

が
学
校
活
動
に
積
極
的
に
参
画

し
、「
町
の
子
ど
も
た
ち
は
み

ん
な
の
手
で
育
て
る
」
と
い
う

意
識
が
醸
成
さ
れ
、
地
域
か
ら

学
校
が
な
く
な
る
と
い
う
不
安

が
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う

準
備
段
階
か
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
学
び

や
地
域
の
方
々
が
交
流
す
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
公
民
館

活
動
に
な
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
小
学
校
の
給
食
に
食
材

を
卸
し
て
い
る
商
店
も
影
響
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　
町
内
の
商
業
環
境
を
支

え
て
い
け
る
よ
う
な
関
係
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　
地
域
住
民
に
対
し
て
の

説
明
、
意
見
を
聞
く
機
会
は
考

え
て
い
る
か
。

町
長　
今
後
も
多
く
の
町
民
の

方
に
周
知
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

機
会
が
あ
る
ご
と
に
説
明
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

検
討
課
題
も
多
く
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の

方
、
保
護
者
の
方
、
学
校
関
係

者
等
々
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を

聞
く
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
中
一
貫
校
と
は

小
中
一
貫
校
と
は

地
域
の
影
響

地
域
の
影
響

今
後
は

今
後
は

一 

般 

質 

問

小
中
一
貫
校
開
設
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

11

思い出のある各小学校

大谷小学校大谷小学校 宮宿小学校宮宿小学校

西五百川小学校西五百川小学校
西五百川小学校西五百川小学校
二宮金次郎像二宮金次郎像



一 

般 

質 

問

企
業
支
援
と
創
業
（
起
業
）
者
創
出
に
向
け
て
の
取
組
み
は

質
問　
世
界
的
な
資
源
価
格
の

高
騰
や
急
激
な
円
安
の
進
行
な

ど
、
多
く
の
企
業
等
が
原
料
や

資
材
、
電
気
料
、
燃
料
費
、
運

送
料
な
ど
の
コ
ス
ト
の
上
昇
に

よ
り
、
悪
影
響
を
受
け
て
お
り
、

企
業
活
動
は
厳
し
い
情
勢
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
企

業
の
体
力
回
復
と
維
持
、
売
り

上
げ
等
の
向
上
を
考
え
た
場
合
、

事
業
継
続
の
た
め
の
支
援
策
と

収
益
増
に
つ
な
が
る
速
効
性
の

あ
る
政
策
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
考
え
る
が
現
状
、
ど
の
よ

う
な
支
援
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

総
合
産
業
課
長　
企
業
に
対
す

る
速
効
性
の
あ
る
物
価
高
騰
の

支
援
と
し
て
は
、
電
気
料
高
騰
緊

急
支
援
事
業
や
水
道
料
の
50
％

の
減
免
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
ほ
か
産
業
立
地
促
進
奨
励
金

等
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

町
内
企
業
が
加
盟
す

る
「
朝
日
町
事
業
振
興
協
議
会
」

と
の
会
合
に
お
い
て
、
事
業
経

営
安
定
の
た
め
支
援
策
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
内
容
の
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
か
。

総
合
産
業
課
長　
産
業
立
地
促

進
奨
励
金
制
度
を
令
和
２
年
６

月
に
改
正
し
、
町
内
新
規
雇
用

１
名
以
上
と
い
う
条
件
を
廃
止

し
た
た
め
、
企
業
か
ら
は
「
利

用
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
の
共
通
課
題
と

し
て
は
、
電
気
料
高
騰
の
問
題

と
人
の
確
保
が
難
題
と
し
て
お

り
、
企
業
の
求
人
活
動
支
援
の

た
め
、「
企
業
の
魅
力
ア
ッ
プ
就

業
促
進
事
業
補
助
金
」
に
よ
り

支
援
し
て
い
ま
す
。

質
問　
次
に
、
創
業
（
起
業
）

者
創
出
支
援
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。
現
行
の
支
援
制
度
は
、

平
成
27
年
度
に
創
設
さ
れ
た
制

度
で
す
が
、
令
和
３
年
度
以
降

の
、「
新
た
な
創
業
者
数
」と「
事

業
内
容
」
加
え
て
、「
雇
用
者

数
を
含
む
事
業
規
模
」、「
事
業

主
の
年
齢
層
」
の
状
況
は
。

町
長　
町
の
「
創
業
支
援
事
業

費
補
助
金
」
の
補
助
実
績
か

ら
申
し
ま
す
と
、
事
業
内
容
と

し
て
、
飲
食
業
が
２
件
、
建
設

業
が
１
件
、
そ
の
他
業
種
２
件
、

計
５
件
が
、
新
た
な
創
業
者
数

で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
個
人
事

業
主
で
す
。
事
業
主
の
年
齢
層

は
、
20
歳
代
が
２
名
、
40
歳

代
が
２
名
、
60
歳
代
が
１
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　
私
は
、「
攻
め
の
創
業
者

支
援
策
」
を
考
え
た
場
合
、
現

在
町
内
に
限
定
す
る
「
創
業
支

援
制
度
」
で
は
な
く
、
町
内
に

本
社
機
能
を
有
す
る
事
業
所
が
、

町
外
、
県
外
に
お
い
て
支
店
や

店
舗
を
開
設
活
動
す
る
場
合
に

お
い
て
も
、
適
用
と
な
る
拡
大

支
援
制
度
を
求
め
る
が
。

町
長　

前
向
き
に
事
業
経
営

を
考
え
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、

町
と
し
て
も
大
い
に
歓
迎
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
現
行
の
支

援
制
度
上
、
従
来
同
様
、
こ
の

ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
制
度
適
用

外
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q.創業支援制度、
　　　　 町外適用への拡大は
町長…現行制度では、
　　　　　　　適用外と考えています

阿　部　正　明   議員

11

創業支援補助金を活用した「アットラウンジ」



Q.観光資源の充実を！！

　町長…町の観光資源を
　　　　　　　全世界に発信します

細　谷　秀　明   議員

質
問　
観
光
客
の
入
込
数
は
こ

こ
数
年
、
道
の
駅
周
辺
に
集
中

し
て
お
り
、
今
後
は
「
中
・
西

部
地
区
」
へ
の
さ
ら
な
る
誘
客

が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
。

町
長　

道
の
駅
で
1
0
0
0

円
以
上
購
入
し
た
時
の
り
ん
ご

温
泉
入
浴
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
や
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
な
ど
、

道
の
駅
を
経
由
し
て
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
施
設
間
の

連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
近
年
の
環
境
意
識

の
高
ま
り
に
よ
り
「
空
気
神

社
」
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
朝
日
町
で
し
か

味
わ
え
な
い
資
源
を
さ
ら
に
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
訪
者

や
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
方
法
で

町
の
資
源
を
P
R
し
、
町
を

訪
れ
、
周
遊
し
て
も
ら
え
る
よ

う
誘
客
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　
日
本
の
棚
田
百
選
に
認

定
さ
れ
て
い
た「
椹
平
の
棚
田
」

が
、さ
ら
に
令
和
４
年
３
月「
つ

な
ぐ
棚
田
遺
産
」
と
し
て
、
正

式
に
農
林
水
産
省
か
ら
認
定
さ

れ
た
。
認
定
要
件
は
。

農
林
振
興
課
長

１　
積
極
的
な
維
持
・
保
全
が

な
さ
れ
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と

２　
原
則
と
し
て
勾
配
が
20
分

の
１
以
上
の
一
団
の
棚
田
が
１

ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
あ
る
こ

と３　

棚
田
を

含
む
地
域
の

振
興
に
多
様

な
主
体
、
多

世
代
が
参
加

し
て
い
る
こ

と
な
ど
で
す
。

質
問　
椹
平
の
棚
田
保
全
隊
へ

入
会
し
活
動
し
て
い
る
方
の
推

移
状
況
と
活
動
内
容
は
。

町
長　
椹
平
の
棚
田
で
は
、
保

全
活
動
の
維
持
と
労
働
力
の
確

保
が
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、

興
味
の
あ
る
地
区
外
の
方
か
ら

も
棚
田
の
保
全
活
動
に
参
加
し

て
も
ら
う
取
組
み
と
し
て
、
平

成
18
年
、
40
名
の
隊
員
で
「
棚

田
保
全
隊
」
が
発
足
し
、
現
在

１
０
１
名
の
方
が
登
録
し
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
、
景

観
保
全
活
動
と
し
て
の
草
刈
り
、

秋
の
収
穫
作
業
と
収
穫
祭
、
ヒ

メ
サ
ユ
リ
の
植
栽
な
ど
で
あ
り

ま
す
。

質
問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格

的
に
再
開
さ
れ
る
よ
う
だ
が
現

在
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
状
況
と
、
今
後
の
誘
客
に
向

け
た
戦
略
は
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
状
況
は
、
日
々
の
情
報
発

信
に
加
え
、
台
湾
へ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
や
、
親
善
ブ
ロ
ガ
ー

３
名
と
定
期
的
に
W
e
b
で

の
交
流
会
を
開
催
し
、
町
の
旬

な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
台
湾
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
し

て
は
、
４
人
か
ら
８
人
程
度
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
が
主
流
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
町
全
体
を
周
遊

し
て
楽
し
め
る
コ
ー
ス
を
提
案

し
P
R
に
努
め
る
な
ど
、
旅

行
会
社
と
連
携
を
と
り
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

観
光
客
の
入
込
数

観
光
客
の
入
込
数

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

棚
田
保
全
隊
の
活
動

棚
田
保
全
隊
の
活
動

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客

一 

般 

質 

問

観
光
資
源
の
充
実
を
‼
／
土
砂
災
害
警
戒
区
域
で
の
定
期
的
な
注
意
喚
起
を
‼
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一 

般 

質 

問

保
育
の
質
、
更
な
る
向
上
に
む
け
て

質
問　
保
育
園
職
員
の
処
遇
改

善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
指
定
管

理
料
の
見
直
し
は
。

町
長　
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
ひ

会
で
給
与
規
定
を
見
直
し
、
人

件
費
を
新
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
業
務
負
担
の
大
き
い
役

付
き
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
な

が
る
内
容
で
す
。

質
問 

未
満
児
保
育
室
の
増
築

の
経
緯
は
。

町
長　
高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
定
員
を
増
や
す
た
め
で
す
。

ま
た
、
余
裕
あ
る
ス
ペ
ー
ス
で

質
の
高
い
保
育
を
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

質
問 

こ
れ
ま
で
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
区
切
っ
て
い
た
ク
ラ

ス
が
単
独
に
な
る
こ
と
で
、
感

染
症
の
対
策
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
あ
さ
ひ
保
育
園
で

は
体
調
不
良
児
型
の
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
務
室
が
狭
く
、
余
裕
の
あ

る
対
応
が
で
き
て
い
な
い
の
で

は
。
今
後
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長　
医
務
室
が
狭

い
こ
と
は
こ
ち
ら
で
も
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
園
内
の
施

設
を
活
用
し
な
が
ら
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
り

ん
ご
っ
こ
の
施
設
に
お
い
て
、

定
員
数
に
近
い
利
用
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
環
境
と

し
て
十
分
な
広
さ
を
確
保
で
き

て
い
る
の
か
疑
問
で
す
。
来
年

度
の
利
用
希
望
者
は
全
員
入
れ

ら
れ
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　
対
象
に
な
る

方
は
全
員
入
れ
ま
す
が
、
利
用

対
象
に
な
ら
な
い
方
で
調
整
し

た
方
は
何
名
か
お
り
ま
す
。

　
宮
宿
小
学
校
の
体
育
館
を
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
関
係

機
関
と
現
在
調
整
中
で
す
。
16

時
以
降
の
利
用
で
、
令
和
５
年

中
に
試
験
的
に
始
め
て
い
き
た

い
で
す
。

質
問　
保
育
士
の
加
配
な
ど
、

支
援
の
必
要
な
児
童
の
保
育
に

お
い
て
、
保
育
園
や
担
当
課
の

対
応
は
十
分
な
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
保
育
園
や

町
で
は
、
真
摯
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
悩
ま
れ
な
が
ら

も
子
育
て
さ
れ
て
い
る
保
護
者

の
方
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

Q.保育園職員の処遇改善、進展は

町長…処遇改善に伴う人件費、
　　　　　　　　　　　予算へ反映

青　木　裕　子   議員

保
育
園
職
員
の

保
育
園
職
員
の

給
与
規
定
見
直
し

給
与
規
定
見
直
し

三
歳
未
満
児
保
育
室

三
歳
未
満
児
保
育
室

増
築
へ

増
築
へ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

体
育
館
使
用
の
試
み
実
施

体
育
館
使
用
の
試
み
実
施

支
援
の
必
要
な

支
援
の
必
要
な

児
童
へ
の
対
応
は

児
童
へ
の
対
応
は

22

放課後児童クラブりんごっこ、
宮宿小学校の体育館の試験的利用へ



質
問　
現
在
の
朝
日
町
の
空
き

家
数
と
管
理
状
態
、
対
策
は
。

町
長　
空
き
家
数
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
空
き
家
調
査
の
結

果
2
7
1
件
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

管
理
さ
れ
て
い
る
方
が
町
外
や

県
外
に
お
住
い
の
場
合
は
、
管

理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
状
態

が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

　
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
固

定
資
産
税
通
知
を
行
う
際
に
、

空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

の
通
知
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
不
全
空
家
を
増
加

さ
せ
な
い
た
め
、
空
き
家
を
除

去
す
る
際
の
支
援
事
業
、
利
用

可
能
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
や
、

空
き
家
利
活
用
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　
現
在
の
特
定
空
家
数
と
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
現
在
12
件
を
特
定
空
家

に
認
定
し
て
い
ま
す
。
対
策
と

し
ま
し
て
は
、
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
、
助
言
・
指
導
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　
助
言
・
指
導
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
固
定
資

産
税
が
最
大
６
倍
に
な
る
勧
告

や
、
50
万
円
以
下
の
過
料
を
科

す
こ
と
が
で
き
る
命
令
を
下
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長　
ま
ず
、
第
一
段
階
と
し

て
、
所
有
者
自
ら
解
決
を
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

命
令
、
行
政
代
執
行
に
つ
き
ま

し
て
は
、
行
政
処
分
に
当
た
る

た
め
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
現
状
で
す
。

質
問　

宮
宿
地

区
の
特
定
空
家

が
部
分
的
に
崩

落
し
、
町
道
が

一
部
通
行
止
め

に
な
っ
て
い
る

が
対
策
は
。

町
長　

令
和
5

年
4
月
1
日

か
ら
の
民
法
改

正
に
よ
り
、
対

処
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、

弁
護
士
等
と
相

談
し
な
が
ら
早

急
に
対
策
を
と

り
ま
す
。

質
問　

今
後
の

空
き
家
対
策
は
。

町
長　

空
き
家

バ
ン
ク
、
空
き

家
利
活
用
支
援

事
業
、
空
き
家
除
却
支
援
事
業

等
を
引
き
続
き
実
施
し
、
空
き

家
を
出
さ
な
い
取
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
率
と
申
請
方
法
、
申
請

方
法
別
の
割
合
は
。

町
長　
朝
日
町
に
お
け
る
交
付

率
は
、
2
月
末
現
在
63
・
8
%

で
す
。
申
請
方
法
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
・
郵
便
・

ま
ち
な
か
証
明
写
真
機
・
携

帯
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
申
請
方
法
別
の
割
合

は
、
役
場
窓
口
8
・
2
%
、
郵

便
局
9
・
8
%
、
携
帯
シ
ョ
ッ

プ
1
・
3
%
、
町
民
が
直
接

行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
及
び
郵

便
が
80
・
7
%
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

一 

般 

質 

問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

Q.空き家をどうする

町長…毅然と対処

和　田　一　則   議員

空
家
の
現
状
は

空
家
の
現
状
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
率
は

交
付
率
は
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行
政
代
執
行

行
政
代
執
行
    
    

特
定
空
家
に
指
定

特
定
空
家
に
指
定

      

空
き
家
の
調
査

    
    

助
言
・
指
導

勧
告
住
宅
用
地
特
例
の

対
象
か
ら
除
外

命
令
命
令
違
反
す
る
と

50
万
円
以
下
の
過
料



一 

般 

質 

問

デ
ジ
タ
ル
化
が
導
く
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
／
電
気
料
金
の
高
騰
対
策
に
つ
い
て

Q.デジタル化が導く地方創生

町長…DX推進計画を策定する

鈴　木　光　一   議員

質
問　
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
町
が

抱
え
る
社
会
課
題
の
解
決
や
、

町
の
魅
力
向
上
を
図
り
デ
ジ
タ

ル
の
恩
恵
を
町
の
方
々
に
届
け

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
や
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
、
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
活
用
な

ど
の
支
援
も
必
要
と
考
え
る
。

今
回
の
構
想
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

町
長　
社
会
情
勢
が
こ
れ
ま
で

と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活

用
し
て
、
地
方
の
社
会
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い
、

地
方
創
生
を
加
速
化
さ
せ
て
い

く
も
の
に
な
り
ま
す
。
令
和
5

年
6
月
ま
で
D※
X
推
進
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
高
齢
者
等
を

中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
適

切
に
扱
え
る
取
組
み
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。

質
問　
デ
ジ
タ
ル
化
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
こ
と
は
、
実
現
可

能
な
こ
と
と
考
え
る
が
。

町
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
や
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

実
施
な
ど
、
段
階
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

農
業
の
D
X
が
進
め

ば
農
作
業
の
効
率
化
、
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
農
業

は
他
の
分
野
と
比
べ
デ
ジ
タ
ル

化
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

農
業
D
X
が
強
く
提
唱
さ
れ

て
い
る
が
。

町
長　
農
業
者
の
高
齢
化
や
労

働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

中
で
「
ス
マ
ー
ト
農
業
化
支
援

事
業
」
を
、
今
年
度
よ
り
開
始

し
て
い
ま
す
。

質
問　
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
中
、
そ
の
恩
恵
を
高
齢
者

を
は
じ
め
誰
も
が
受
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

か
。
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
を
役

場
内
に
配
置
し
サ
ポ
ー
ト
し
て

は
ど
う
か
。
無
料
通
信
ア
プ
リ

L
I
N
E
を
活
用
し
て
、
高

齢
者
な
ど
に
災
害
情
報
を
提
供

で
き
な
い
か
。

町
長　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
自
治
体
業
務
の
見
直
し
に

よ
っ
て
、
職
員
に
時
間
や
精
神

的
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の

人
的
資
源
を
対
面
形
式
の
相
談

や
、
デ
ジ
タ
ル
で
救
い
き
れ
な

い
町
民
の
フ
ォ
ロ
ー
に
充
て
る

こ
と
が
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
高
齢
者
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
費
に
つ
い
て
も
重
要
で

あ
り
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
と
、
燃
料

価
格
の
高
騰
に
よ
る
一
般
家
庭

の
電
気
料
金
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
一
般
家
庭
へ
の
照

明
を
L
E
D
照
明
へ
交
換
す

る
費
用
の
一
部
補
助
の
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
持
家
住
宅
建
築
奨
励
補

助
金
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
L
E
D
照
明
の
更

新
工
事
は
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

機
器
の
み
の
新
設
、
更
新
を
対

象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

別
の
視
点
か
ら
今
後
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を
目
指

す
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
方
策
の

一
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
構
想

今
後
の
取
組
み
は

今
後
の
取
組
み
は

農
業
農
業
D
X
D
X

電
気
料
金
高
騰
対
策

電
気
料
金
高
騰
対
策

高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル

高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル

活
用
応
援

活
用
応
援
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用語の解説

※ DX デジタルトランスフォーメーション…
デジタル技術を社会に浸透させて
人々の生活をより良いものへと変革
すること



一 

般 

質 

問

森
林
譲
与
税
の
使
い
道
は
／
地
区
自
治
会
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
普
及
の
考
え
は
／

と
り
わ
け
難
儀
し
て
い
る
地
区
に
電
子
回
覧
板
の
運
用
を

質
問　
様
々
な
環
境
問
題
、
担

い
手
確
保
な
ど
森
林
整
備
の
財

源
と
し
て
、
令
和
元
年
か
ら
各

自
治
体
に
交
付
さ
れ
て
い
る
森

林
環
境
譲
与
税
。
私
た
ち
が
納

め
る
森
林
環
境
税
が
始
ま
る
中
、

国
の
指
導
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

農
林
振
興
課
長　
そ
の
年
に
交

付
さ
れ
た
譲
与
税
は
今
ま
で
の

よ
う
に
基
金
積
み
立
て
は
せ
ず
、

年
度
内
に
使
い
切
る
よ
う
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問　
そ
の
譲
与
税
で
、
里
山

整
備
を
担
当
す
る
職
員
を
置
く

こ
と
は
可
能
か
。

町
長　
林
務
担
当
の
職
員
や
専

門
員
を
雇
用
す
る
た
め
の
経
費

に
充
て
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

質
問　
事
業
上
、
使
い
切
り
実

施
待
っ
た
な
し
の
譲
与
税
だ
。

民
間
の
里
山
整
備
団
体
も
発
足

し
て
い
る
中
で
、
専
属
の
担
当

者
、
例
え
ば
森
林
組
合
と
共
同

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
を

受
け
入
れ
、
森
林
整
備
の
活
性

化
に
つ
な
げ
な
い
か
。

町
長　
町
と
森
林
組
合
が
委
託

契
約
を
す
る
こ
と
で
、
研
修
生

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受

け
入
れ
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
方
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　
あ
る
地
区
に
お
い
て
は

お
知
ら
せ
板
な
ど
の
「
回
し
モ

ノ
」
が
起
伏
の
あ
る
遠
い
隣
家
、

高
齢
者
家
庭
な
ど
で
難
儀
し
て

い
る
こ
と
を
聞
い
た
。
た
だ
地

区
の
方
は
必
要
な
情
報
は
配
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
多

く
の
情
報
が
載
っ
た
お
知
ら
せ

板
や
回
覧
板
が
配
布
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
方
法
は
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
電
子
回
覧
板

な
ど
最
適
な
情
報
伝
達
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　
配
布
物
は
時
代
に
沿
っ

た
最
適
な
情
報
伝
達
の
在
り
方

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

電
子
回
覧
板
の
方
法
は
、
ア
プ

リ
を
導
入
し
町
が
補
助
す
る
や

り
方
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
り

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
必

要
で
、
デ
ジ
タ
ル
と
紙
媒
体
の

混
合
な
ど
町
に
合
っ
た
需
要
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
大
蔵
村
で
は
全
戸
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
無
償
貸
与
、
広
報

紙
以
外
の
お
知
ら
せ
板
や
回
覧

板
を
廃
止
し
運
用
し
て
い
る
。

例
え
ば
現
在
、
国
の
デ
ジ
タ
ル

関
連
の
補
助
事
業
が
あ
る
中
で
、

難
儀
し
て
い
る
区
に
機
器
を
貸

出
し
、
地
区
担
当
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
試
験
運
用
す
る
の
も

一
つ
の
手
だ
と
思
う
の
だ
が
。

町
長　
全
戸
配
布
で
な
く
、
モ

デ
ル
箇
所
で
試
験
的
に
進
め
て

い
く
の
に
は
納
得
し
ま
し
た
。

精
査
し
て
い
き
ま
す
。

Q.まずは難儀している区に
　　　　　　　電子回覧板を
町長…モデル箇所など
　　　　　　　　試験的には納得

長　岡　裕　二   議員

区
に
お
け
る

区
に
お
け
る

最
適
な
情
報
伝
達
は

最
適
な
情
報
伝
達
は

森
林
環
境
譲
与
税
で

森
林
環
境
譲
与
税
で

森
林
担
当
職
員
を

森
林
担
当
職
員
を
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町・学校・地域などから配信される情報を選んで
観ることができる電子回覧板



一 

般 

質 

問

企
業
誘
致
の
取
組
み
に
つ
い
て
／
朝
日
町
立
病
院
に
つ
い
て

質
問　
街
の
中
心
市
街
地
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
、
空
き
店
舗

が
随
所
に
見
ら
れ
、
往
時
の
賑

わ
い
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
な
い

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
見
る
に

耐
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
無
論
、

少
子
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

社
会
的
人
口
動
態
も
大
き
な
要

因
で
あ
ろ
う
。
賑
わ
い
が
あ
り

活
発
な
消
費
動
行
が
あ
っ
た
当

時
は
、
多
種
多
様
な
（
特
に
女

性
向
け
の
）
職
場
が
数
社
あ
り
、

町
内
に
お
け
る
消
費
動
向
に
大

き
く
貢
献
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ら
が
相
次
い
で
撤
退
、

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
に

帰
結
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　
町
と
し
て
も
都
市
再
開
発
整

備
事
業
等
を
実
施
し
、
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
べ
く
必
死
の
努
力

を
実
施
し
て
こ
ら
れ
た
の
も
周

知
の
事
実
だ
が
、
一
軒
減
り
二

軒
減
り
、
現
在
の
姿
で
あ
る
。

町
と
し
て
、
今
後
企
業
誘
致
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

町
長　
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
「
産
業
立
地
推
進
委
員
」
を

委
嘱
し
、
主
に
町
外
か
ら
の
企

業
誘
致
に
向
け
必
死
に
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
誘
致
に
は
至
ら
な
か
っ
た

た
め
、
活
動
母
体
を
「
産
業
活

性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
変
更

し
、
町
外
企
業
に
対
す
る
町
の

P
R
や
情
報
の
収
集
と
提
供
を

活
発
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
経
過
の
中
、
な

か
な
か
結
果
に
結
び
つ
か
ず
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
雇
用
の
確
保
は
町
民

生
活
と
地
域
経
済
の
基
本
と
認

識
し
て
い
ま
す
。「
町
事
業
振
興

協
議
会
」
と
の
連
携
強
化
と
共

に
、「
県
企
業
誘
致
促
進
協
議

会
」
と
も
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
参
加
す
る
な
ど
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
用
い
な
が
ら
鋭
意

努
力
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
新
聞
報
道
で
、
西
村
山

地
域
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
の

記
事
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。

町
と
し
て
町
立
病
院
の
今
後
の

基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
３
回
検
討
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
と
し

て
は
、
町
内
唯
一
の
入
院
機
能

を
持
つ
病
院
で
す
の
で
、
町
民

の
安
心
安
全
の
確
保
と
と
も
に

救
急
医
療
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

ま
た
、
基
幹
病
院
と
連
携
し
役

割
分
担
を
進
め
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
施
設
と
し

て
、
予
防
、
治
療
、
在
宅
医
療

に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
「
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
」
に
よ
り
、

町
民
生
活
を
支
え
る
医
療
を
今

後
も
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致
の

企
業
誘
致
の

取
組
み
に
つ
い
て

取
組
み
に
つ
い
て

Q.病院事業について

町長…これまで同様事業を堅持

柴　田　喜久雄   議員

町
立
病
院
に
つ
い
て

町
立
病
院
に
つ
い
て
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過去の議会だよりは
こちらからご覧
いただけます。

議
会
だ
よ
り
１
５
０
号

～37年間のあゆみ～
「りんごとワインの里あさひまち 議会だより」が

今回で150号を迎えました。
昭和61年（1986年）第１号から令和５年（2023年）４月発行第150号

これからも議会活動をわかりやすくお伝えできるよう努力してまいります。

Ｂ５サイズ
朝日山麓家族旅行村着手
議員定数20人

創刊号　1986年

空気神社完成
地球にやさしい町宣言

第20号　1990年

町立病院診療棟改築竣工

表紙　働く女性シリーズウサヒ初登場　話題に

第50号　1998年

第80号　2005年第142号　2021年 第100号記念号
2010年 

発発発発
見見見見
！！！！

なじみの顔がなじみの顔が
ちらほらちらほら
なじみの顔がなじみの顔が
ちらほらちらほら
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第28回山形県町村議会第28回山形県町村議会
広報コンクールにて佳作広報コンクールにて佳作

　このたび、「りんごとワインの里　あさひまち議会だより　第145号」が山形県
の町村議会広報コンクールにて佳作に入選いたしました。平成23年の第99号以降、
実に12年ぶりの入選です。
　今回の評価ポイントは「表紙の写真がシンプルながらも印象的で秀逸である。特
集では、遊び心のあるレイアウトや全体的にイラストを用いながら柔和な雰囲気が
出ていて親しみやすい。町民と議会との距離を近づける構成になっている。また、
質疑なども簡潔によく整理されていて、理解しやすい」とのことです。

県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作

―12年ぶりの入選！

青
木
裕
子　
委
員
長

　
そ
れ
ぞ
れ
に
得
手
不
得
手
が
あ
る
中
で
、
最
大
限
の

努
力
を
し
て
作
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
形
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

す
。
町
民
や
執
行
部
の
皆
様
の
ご
協
力
や
他
の
議
員
の

皆
様
の
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

和
田
一
則　
副
委
員
長

　
努
力
は
報
わ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
今
回
の
受
賞
は

み
ん
な
の
努
力
の
賜
物
で
す
。
今
後
も
、
町
民
に
わ
か

り
や
す
い
議
会
広
報
を
皆
様
に
送
り
届
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

白
田
忠
一　
委
員

　
こ
の
た
び
受
賞
で
き
て
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
広
報
誌
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

石
井
喜
久
男　
委
員

　
こ
の
た
び
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
県
よ
り
表

彰
さ
れ
た
こ
と
は
、
議
員
皆
々
様
の
協
力
と
ご
支
援
の

賜
物
で
あ
り
ま
す
。今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
関
崇
夫　
委
員

　
「
や
っ
た
ぜ
ー
！
や
っ
た
ぜ
ー
！
」
と
大
喜
び
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
体
の
お
辛
い
中
で
も
、
最
後
ま
で

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
委
員
長
談
）

入選によせて
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  次の定例会は6月2日（金）開会予定です。
  　パソコンやスマートフォン等で、
議会中継をご覧いただけます。
　録画でもご覧いただけます。

　議会だより取材のため腕章を着用した議会
議員が写真撮影に伺うことがありますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。

山形県朝日町議会

tel:0237-67-3306   fax:0237-67-2117
mail:gikai@town.asahi.yamagata.jp

●  ご意見・ご感想は議会事務局まで  ●
あ

さ
ひ

ま
ち

議
会

だ
よ

り
　

第
150 号

　
令

和
５

年
4月

14日
発

行
■

発
行

 朝
日

町
議

会
　

■
編

集
 朝

日
町

議
会

広
報

常
任

委
員

会
　

山
形

県
西

村
山

郡
朝

日
町

大
字

宮
宿

1115　
 https://w

w
w

.tow
n.asahi.yam

agata.jp
■

印
刷

　
株

式
会

社
 若

月
印

刷
　 【

発
行
責
任
者
】

　
議
　
　
長�

阿
部
　
為
吉

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委 

員 

長�

青
木
　
裕
子

　
副
委
員
長�

和
田
　
一
則

　
委
　
　
員�

石
井
喜
久
男

　
　 

〃
　
　 �

白
田
　
忠
一

　
　 

〃
　
　 �

小
関
　
崇
夫

― 追悼― 追悼
ありがとうありがとう　　
　   　   小関崇夫議員小関崇夫議員

　令和５年１月31日、小関崇夫議員が急逝
されました。小関議員は、常に町民に寄り添
い己の信念を貫いておられました。地区の皆
さんからの信頼も厚く、平成15年に朝日町

議会議員に初当選され、19年９か月の永きにわたり朝日町の振興、発展並びに町民福祉
向上のため、粉骨砕身活躍されました。その間、総務文教常任委員会の正副委員長、議
会広報常任委員会の委員長、山形県後期高齢者医療広域連合議会議員などの重責も務め
られています。
　一昨年の秋、議会広報常任委員会の行政調査で庄内地方に訪問した際には、複数の場
所で「先生、何十年ぶりですね。大変お世話になりました。」などと、親しく声を掛け
られ、会話も弾んでおられた様子が思い出されます（写真撮影時）。
　私たち議員はもとより、かつての教え子の皆さんにも慕われる人間性豊かな方であり、
共に議会人として党派を超え、町民の幸せのために様々な活動を行ってこられました。
　今回のお別れは、あまりにも突然過ぎます。朝日町議会の大きな柱を失いましたこと
は筆舌に尽くしがたいことでありますが、議員一同心を一つにして朝日町発展のため取
り組んでいく覚悟であります。
　どうぞこれからもしっかりとお見守りください。

朝日町議会議長　阿部為吉
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編編

集集

後後

記記

　
３
月
定
例
会
が
終
了
し
、
今

回
の
広
報
委
員
に
よ
る
発
行
が

最
後
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
の

期
間
中
は
コ
ロ
ナ
禍
、
自
然
災

害
、
戦
争
と
激
動
の
世
の
中
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
議
会

活
動
で
念
願
で
あ
っ
た
完
全
給

食
無
償
化
や
、
中
学
３
年
生
の

英
語
村
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
へ
の
修
学
旅
行
の
決

定
、
ま
た
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
受
賞
を
叶
え
た
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆

様
方
の
ご
協
力
ご
支
援
の
賜
物

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
に
議
会
広
報
の
愛

読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
井
喜
久
男


